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究者が研究を続けるためには研究に対する資金を
獲得する必要があります。日本学術振興会は研究活

動に必要な資金を助成する制度の１つとして科学研究
費助成事業（科研費）を所管しています。科研費は『人文・
社会科学から自然科学まで全ての分野にわたり、基礎か
ら応用までのあらゆる「学術研究」（研究者の自由な発想
に基づく研究）を格段に発展させることを目的とする「競
争的研究資金」であり、ピアレビューによる審査を経て、
独創的・先駆的な研究に対する助成を行うもの』です。そ
の意味で、科研費は、科学技術振興機構が所管する
�����（チーム型研究）、さきがけ（個人型研究）や、国立
研究開発法人日本医療研究開発機構（����）などの国
の戦略目標に沿ってテーマを設定されるトップダウン型
と異なり、自由な発想に基づいて研究を提案できるボト
ムアップ型となっています。

研 　東海大学は多くの学部学科を擁し研究のダイバーシテ
ィがあるため、政策・トレンドの影響を受けず研究者アイ
デンティティを保つことができるボトムアップ型の科研費
と親和性があります。そこで本レポートでは東海大学の
科研費の応募件数にフォーカスし、研究の促進やダイバ
ーシティを発揮しているかを確認しました。

東海大学の科研費応募件数の推移

　東海大学は毎年約600～800の科研費の応募をしてい
ます。2022年度に増加したあと減少傾向であり、2025年
度は632件で2024年度から100件少なくなっていまし
た。上記の通り、科研費と東海大学の研究には親和性が
あるため、東海大学の研究の拡大を促進するためには科
研費の活用が有効であると考えられます。

　東海大学の2025年度の学部別科研費応募件数は医学
部が327件で約半数を占めています。続けて工学部が30
件、文理融合学部が25件、海洋学部が24件と理系分野の
応募件数が多い傾向があります。しかし、各学部の継続科

研費を獲得している教員*を除いた教員数**（教授・准教
授・講師・助教・助手の合計）を母数とした応募率では
30%を超える文系分野の学部も多くあり、研究のダイバ
ーシティを発揮できているといえます。

科研費と東海大学の研究の親和性

東海大学の学部別科研費応募件数と教員数による応募率（2025 年度）

* 科研費データベースから抽出　**2025 年度東海大学教員数より参照 

2026 年度科研費のスケジュール

　2026年度の科研費の公募開始日、公募締切日、審査結
果通知日、交付内定日の予定が公開されています。学術
変革領域研究（A）（公募研究）、基盤研究（A・B・C）、若手
研究、挑戦的研究（開拓・萌芽）、奨励研究、研究成果公開
促進費、国際共同研究強化、帰国発展研究については
2025年7月14日から公募が開始されます。公募締め切り
は9月17日とされていますが、学内の締め切りはカレッジ

ごとに定められているため、確認が必要となります。また
国際先導研究は2026年1月頃、研究活動スタート支援は
2026年3月頃に公募開始予定です。東海大学では研究計
画調書の査読支援や、研究奨励補助計画などの科研費
に申請する研究者への支援策を設けています。東海大学
の研究力を高めるためにも積極的に科研費へ応募する
ことが重要だと考えられます。


